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1. 概要  

住宅の省エネルギー基準は、1980 年に制定され、平成4 年（1992 年）基準及び平成11年

（1999 年）基準に改正・強化され、また2001 年には指針仕様の追加、2006 年には躯体及び設

備機器の維持保全に関する基準等が追加されました。 

さらに住宅分野の省エネルギーの普及・定着を主眼に地球温暖化対策として、2008 年 5 月に改正さ

れた「省エネルギー法」、2009 年 1 月に改正された住宅の省エネルギー基準があります。 

さらに新たな基準が改正され、見直し省エネ基準により、平成 25年省エネ基準＝「エネルギーの使用の

合理化に関する建築主等及び特定建築物の所有者の判断の基準」(平成 25年経済産業省・国土交

通省告示第１号)が制定されました。 

本システムの機能は、平成 25年省エネ基準に基づき開発しています。 

一次エネルギーの計算については、外皮計算から必要な情報を入力することにより、独立行政法人建築

研究所 「一次消費エネルギー算定プログラム（住宅用）」をWeb上で使用して対応するものとする。 

 

■判定方法 

外皮平均熱貫流率 ＵＡ値と外皮平均日射取得率 ηＡ値の８地域区分による基準値による「適 

合」、「不適合」の判定計算書を「一般社団法人 住宅性能評価・表示協会」提供の「住宅の外皮平均

熱貫流率及び外皮平均日射熱取得量（冷房期・暖房期）計算書」のExcel版ver.2.0を利用して作成

しています。 

 

■適用範囲 

スキップフロア及び地下階のある物件は、自動算出では正しく評価できないので対象外とします。 

 

1-2. 外皮平均日射取得率 ηＡ値 とは 

  建物に日射がどのくらい入ってくるかを表すものが「日射取得率」です。 

それを、天井、壁、床、窓等の外皮の合計面積で割った値が、「外皮平均日射取得率」です。 

侵入する日射量を表したもので、日射の入りやすさを表します。 

数値が小さいほど、日射が入りづらく、冷房効率が高くなります。 

 

外皮平均日射熱取得率（ηA値）[％]＝                             ×100 

 

●建物が取得する日射量＝（屋根、外壁、開口）から取得する各方位の日射量の合計 

※直射日光の当たらない、外気に接する床、その他の床、土間床は日射量の計算対象とならな

い。 

 

  ●部位ごとの日射計算の考え方 

日射量＝対象部位の面積 × 対象部位の日射侵入率 （η値） × 地域別方位係数 

 

 建物が取得する日射量の合計[W/W/㎡]  

     外皮等面積[㎡] 
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対象部位の面積：方位別に算出する。 

対象部位の日射侵入率（η）：部位ごとの日射の入りやすさを表す値。 

以下の考えに基づき算出します。 

・屋根、天井、外壁、ドアのη値 ＝ 0.034 × 対象部位の熱貫流率 （U値） 

・窓のη値＝定数値 

 

1-1. 外皮平均熱貫流率 ＵＡ値とは 

  室内から室外にどのくらい熱が移動するかを表す指標が「熱貫流率」です。 

それを、天井、壁、床、窓等の外皮の合計面積で割った値が、「外皮平均熱貫流率」です。数値が少

ない方が、断熱性能が優れていて省エネ効果があります 

 

外皮平均熱貫流率（ＵA値）[W/㎡ K]＝ 

 

1-3. 平成２８年省エネルギー基準への対応について 

一般社団法人 住宅性能評価・表示協会より配布されております、 

「平成 28年省エネルギー基準に基づく外皮計算書」に対応致しております。 

 

 建物が損失する熱量の合計[W/K] 

      外皮等面積[㎡] 
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2. 操作概要 

2-1. 操作概要 

各部位毎の性能仕様を設定し計算を実行して、中間データエクセルファイルを介して計算結果がエクセル帳

票に作成されます。 

中間データエクセルファイルで各部位の編集をすることによりシミュレーションができます。 

 

【システム情報の設定】 

システム情報の設定で外皮計算テンプレート Version を選択します。 

※物件を起動し操作中に変更した場合はその操作中物件に変更が反映されませんのでご注意ください。 

 

 

【ＵＡ値計算の起動】 

① CAD 入力メニューの「ﾂｰﾙ」－「エコライフ」－「省エネ（UA 値）-2021 年法改正対応」から起動しま

す。 

※旧評価方法での起動する場合は「旧省エネ（UA値）-2022年 3月まで」をクリックして起動してく

ださい 

② UA値計算管理画面が表示されます。 

③ 新規作成ボタンを押下するとＵＡ値編集画面が表示されます。 

 

【方位】 

ＵＡ値の起動時に敷地で方位の入力がない場合は、メッセージが表示されて、Y 方向（上）を北として計

算処理します。CAD 入力の敷地で方位が入力されている場合は、入力された方位の真北方向を北としま

す。 
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① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑩ 

⑦ 

⑧ 
⑨ 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑩ 

⑦ 

⑧ 
⑨ 

■方位の設定（考え方） 

  方位は CAD入力の敷地で入力された方位方向で判定します。 

＜例＞ 

北の場合 

337.5度超え～22.5度以下までの範囲を北とする 

 

北東の場合 

 22.5度超え～67.5度以下までの範囲を北東とする 

 

 

例）その１ 

方位が上の場合、各外壁の方位は以下の通り  

 

     

                                         

例）その２ 

方位が左上の場合、各外壁の方位は以下の通り 

 

 

 

 

 

 

 

 

方位 番号 

北   

東   

南 ⑦ 

西 ⑨ 

北東 ①、③、⑤ 

北西 ④、⑩ 

南東 ②、⑥ 

南西 ⑧ 

方位 番号 

北 ①、③、⑤ 

東 ②、⑥ 

南 ⑧ 

西 ④、⑩ 

北東   

北西   

南東 ⑦ 

南西 ⑨ 

北 

南 

西 東 

北東 北西 

南東 南西 
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 2-1. 省エネ(ＵＡ値)計算管理 

 

 

UA値計算書の新規作成又は編集、削除、複写、及びマスターメンテナンスが行えます。 

断熱計算プランを、３案と外皮面積編集機能を使用した場合の１案が作成できます。 

 

【省エネ(UA値)計算管理の操作】 

新規作成後に編集、削除、複写ボタンが活性化します。 

作成プランの新規作成後は新規作成ボタンが非活性表示になり選択できなくなります。 

 

・プラン別に読み込む断熱部材マスタを設定し、 

UA値計算で利用する断熱材を切り換えることができます。 

[MASTER]\UA値 NEW\断熱部材マスタに以下のファイルを配置する必要があります。 

① 熱部材マスタの xls ファイル 

② 断熱部材マスタと同名の ini ファイル 

 

※ini ファイルは「MASTER\UA値 NEW」下の 

計算条件 TEMP.ini と同じ項目を設定してください。 

 

 

・新規作成時には建物情報を新規に作成します。 

 プラン毎の新規作成時点での建物情報が作成されます。 
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マスターメンテナンス 

 【断熱部材マスタを開く】 

断熱仕様を登録する断熱部材マスタを開きます。 

 

【一括設定ファイルの作成】 

  省エネ(UA値)計算編集画面で断熱仕様の「一括設定」の「一括設定ファイル」の登録をします。 

 

・閉じる 

 ＵＡ値計算管理画面を閉じて入力画面に戻ります。 

 

省エネ(ＵＡ値)計算管理 

・新規作成 

   「省エネ(ＵＡ値)計算結果」画面が開き断熱仕様の設定をして計算を実行します。 

   新規作成後は非活性表示となりボタンを押下できません。 

 

・編集 

   新規作成と同じ「省エネ(UA値)計算結果」画面が開き、部位を変更して再計算できます。 

 

・削除 

   UA値計算シートが削除されて新規作成ボタンが活性化します。 

   メッセージが表示されて、「はい」で削除されます。 

 

・複製 

UA値計算シートを他のプランに複写できます。 

複製先をプルダウンから選択すると「UA値計算シート」ファイルが複写されます。 

複製先は、UA値計算プランへの複写となります。 
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・プラン名称 

    「省エネ(ＵＡ値)計算結果」画面でプラン名変更すると名称が反映されます。 

 

  

 

 
新規作成時にマスターメンテナンスの情報を外皮計算ファイルに取り込みます。 

規作成後のマスターメンテナンスの変更内容は編集では反映されません。 

外皮面積編集機能を計算に反映する場合はプラン名称：外皮面積を使用します。これも他のﾌﾟﾗﾝと同様

に名称を変更する事ができます。 

 

 ●マスターメンテナンス 

 【断熱部材マスタを開く】 

部位別の断熱部材組合せ、屋根、天井、外壁、基礎壁、階間部、床、土間床等、基礎、ドア仕様、

窓仕様、建築材料、建具、ガラス、表面熱抵抗の設定が行えます。 

詳細は「６. マスターメンテナンス」で説明しています。 

 

 

【一括設定ファイルの作成】 

  「省エネ(UA値)計算結果」画面で断熱仕様を一括で設定できるためのマスタです。 

  部位別の断熱材の仕様を地域別に登録することによって一括で設定できます。 

注意 
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「ＯＫ」ボタンを押下するとファイル名の設定画面が表示されます。 

ファイル名を入力して「ＯＫ」ボタンを押下すると登録されます。 
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2-2. 省エネ(ＵＡ値)計算結果 

 

 

UA値の計算を行うための地域及び建物の断熱仕様を設定します。 

 ・プラン名変更-------------------------プラン名の変更ができます。 

 ・一括設定----------------------------断熱材の仕様を一括で設定します。 

 ・計算条件----------------------------地域区分の設定をします。 

 ・断熱仕様----------------------------屋根／天井、床／基礎の設定をします。 

 ・断熱材------------------------------部位別に断熱仕様の選択をします。 

 ・土間床等の外周部の線熱貫流率------部位別に断熱仕様の選択をします。 

                                   基礎形状によらない値を用いる場合の設定をします。 

 ・外皮計算編集-----------------------作成された計算書の編集ができます。 

 ・建物再取込-------------------------建物ﾃﾞｰﾀの変更があった場合に物件ﾃﾞｰﾀを再取込します。 

 ・計算--------------------------------設定した内容で UA値の計算をします。 

  ・一次ｴﾈﾙｷﾞｰ用 XML出力------------外皮計算判定サイト利用の為に XML出力します。 

・外皮計算出力----------------------外皮計算結果の出力をします。 

 ・提案書-----------------------------ＵＡ値の計算結果の提案書が出力できます。 
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2-2-1. プラン名変更、一括設定、計算条件・地域区分 

 

「計算条件」、「断熱仕様」、「断熱材」の設定を行い UA値の計算を行います。 

計算結果により、省エネルギー対策の「適合」、「不適合」を表示します。 

 

【省エネ(ＵＡ値)計算結果の操作】 

●プラン名変更 

省エネ(UA値)計算管理の名称の変更ができます。 

省エネ(UA値)計算管理のプラン名称及び、提案書のタイトルに反映します。 

 ●一括設定 

  断熱材の部位別仕様を登録したファイル名称を選択すると一括で設定します。 

●計算条件 

・地域区分 

外皮の省エネルギー基準の地域区分を選択します。（参照資料を参照） 

住宅の省エネルギー基準は、全国を８の地域区分に分割し、地域区分ごとに基準が定められているの

で、地域区分による評価を行います。 
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 計算を実行時の断熱仕様の設定内容は保持されて、次回の物件の初期値となります。 

2-2-2. 計算条件・断熱仕様 

 

 

断熱箇所の部位を設定して熱的境界を決定します。 

 

●断熱仕様 

・屋根／天井 

 屋根断熱方式か天井断熱方式かを選択します。 

 屋根断熱を選択時は屋根部材の断熱仕様で計算します。 

 天井断熱を選択時は天井部材の断熱仕様で天井面積を対象に計算します。 

 但し、天井断熱で屋根断熱要素が入力されている部分は屋根断熱仕様で計算します。 

 

 

 

設定情報の保持 
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・床／基礎 

 床断熱方式か基礎断熱方式かを選択します。 

 床断熱を選択時は床部材の断熱仕様で計算します。 

 基礎断熱を選択時は基礎部材の断熱仕様で計算します。 

 

【熱的境界】 

温度的にみて外気と室内を区分する境界面のことをいい、熱的境界部を断熱構造とします。 

屋根断熱又は天井断熱、基礎断熱により熱的境界が変わります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

天井断熱＋基礎断熱 

外気に接する小屋裏 

土間床 

外気に接する床 

屋根断熱＋床断熱 

土間床 一般床 

 

外気に接する床 

屋根 屋根 

階間部 

熱的境界の概念図 

土間床 

屋根断熱+基礎断熱 

土間床 

天井 

天井断熱+床断熱 

開口部 

屋根 屋根 

基礎 

外気に接する床 
外気に接する床 

 

階間部 

階間部 

階間部 

開口部 

開口部 

開口部 

開口部 

開口部 

外壁 

外壁 

外壁 

外壁 
外壁 

外壁 

外壁 

階間部 

階間部 

階間部 

階間部 

開口部 開口部 

開口部 開口部 

開口部 

開口部 

一般床 

外気に接する床 

外気に接する床 外気に接する床 外気に接する床 

車庫 玄関 

玄関 玄関 

玄関 車庫 

車庫 車庫 

外壁 外壁 

外壁 

外壁 

基礎 

外壁 

外壁 外壁 

外壁 

外壁 
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① 右図のケースではバルコニーの腰壁部の断熱は 

 計算されないので、算出する場合は外皮面積編集機能か 

計算結果の編集で修正してください。 

  

②屋根断熱の場合で上部がバルコニーの場合は 

 バルコニー床高さは考慮しないで階間部まで 

とします。 

 

 

 

  

 

③屋根断熱の場合で、 

棟違い屋根の妻面の右図グレー表示部は 

 外壁面の算出が出来ませんので、 

外皮面積編集機能か外壁の編集で 

面積を修正してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 部分天井での立上がり及び下がり部を断熱部材の 

外壁として方位別に算出します。 

 

 

 

 

 

 

 

屋根断熱で計算されない部分 

部分天井 

立ち上がり部 

部分天井 

天井断熱で算出する部分 

バルコニー 

腰壁部は算出さ

れません。 

階間部 

天井高さ 
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2-2-3. 計算条件・断熱材・土間床等の線熱貫流率 

 

部位別の「断熱仕様」を設定します。 

 

●断熱材 

断熱条件の屋根、天井、外壁、基礎壁、床、浴室床、外気床、開口（窓）、開口（ドア）、の断

熱材を設定します。 

 

・屋根又は天井、外壁、基礎壁、床、外気床 

屋根又は天井、外壁、基礎壁、床、浴室床、外気床の断熱性能は、断熱材と柱や下地材等の各部

位を構成する部材の組み合わせで決まります。 

部材の組み合わせを断熱部材マスタで定義したグループ名称が選択肢として表示されるので一覧から

選択します。 

 

・開口部(窓、ドア) 

開口部の断熱性能は、「建具」と「ガラス」の組み合わせにより決まります。 

本システムでは、「建具」と「ガラス」の組み合せを「断熱部材マスタで定義したグループ名称が選択肢 
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として表示されるので一覧から選択します。 

選択した仕様が全ての建具に一律に設定されます。 

 

●土間床等の線熱貫流率 

計算方法の選択と、土間床等、基礎の断熱材を設定します。 

・基礎形状によらない値を用いる 

線熱貫流率の算出において、「基礎形状によらない値を用いる方法」か「代表的な仕様の計算例 

表の値を用いる方法」の選択をします。 

 

チェックを ON で「基礎形状によらない値を用いる方法」で計算します。 

チェックを OFF で「代表的な仕様の計算例表の値を用いる方法」で計算します。 

 

・土間床等※床断熱仕様時の設定 

「代表的な仕様の計算例表の値を用いる方法」の床断熱仕様時の設定で、断熱部材マスタで定 

義したグループ名称が選択肢として表示されるので一覧から選択します。 

 

・基礎※基礎断熱仕様時の設定 

「代表的な仕様の計算例表の値を用いる方法」の基礎断熱仕様時の設定で、断熱部材マスタで 

定義したグループ名称が選択肢として表示されるので一覧から選択します。 
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1）基礎形状によらない値を用いる方法 

 

 

 
「令和２年度 国土交通省補助事業 住宅省エネルギー技術 講習テキスト 第２版（令和３年３月）」より抜粋 
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2）代表的な仕様の計算例表の値を用いる方法 

現在、省エネ基準で下記の仕様条件の計算例表が用意されています 

これらの仕様条件に当てはまる場合は計算例表の線熱貫流率を適用することができます 

これらの仕様条件に当てはまらない場合は上記 「１）基礎形状によらない値を用いる方法」で計算します 

 

 

 

仕様条件 
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「令和２年度 国土交通省補助事業 住宅省エネルギー技術 講習テキスト 第２版（令和３年３月）」より抜粋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仕様条件 
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2-2-4. 計算条件・断熱部位の選択 

｛断熱材部位の表示｝                                

  

断熱材の部位毎に断熱仕様が選択できます。 

 

｛断熱材部位の選択｝                 

断熱部位のプルダウンで選択できる 

断熱部材一覧は断熱部材マスタで登録されたグループ名称が表示されます。 
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＜断熱部材マスタのグループ名称＞    

 
 

＜明細表示解除＞    

 

 

 

 

 

登録したｸﾞﾙｰﾌﾟ名称を選択肢として

表示します。 

明細表示解除の一覧を表示します。 
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2-2-5. 計算、建物再取込 

 

 

計算処理を実行して計算根拠表・提案書を作成し印刷できます。 

建物データで外皮計算に影響するプランの変更、開口のサイズ等の修正があった場合は「建物再取

込」をします。 

 

●計算 

「計算」ボタンを押下すると、設定された断熱仕様で計算を実行します。 

計算終了後、右欄の計算結果に取得等級等を表示します。 

(外皮計算ファイルはまだ作成されません） 

 

●建物再取込 

新規作成後に CAD 入力で変更を行った場合には、「建物再取込」ボタンを押下して、建物情報を取込

み直します。（作成済の外皮計算ファイル及び提案書は削除されます） 
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2-2-6. 計算結果 

 

 

計算結果の「外皮平均熱貫流率」の部位毎の熱損失の合計を表示します。 

計算結果の「冷房期の平均日射熱取得率」の部位毎の合計を表示します。 

 

●計算結果 

・外皮平均熱貫流率  

省エネルギー対策の「適合」又は「不適合」を表示します。 

 計算結果が基準値より小さい場合に適合とします。 

・冷房期の平均日射熱取得率 

省エネルギー対策の「適合」又は「不適合」を表示します。 

計算結果が基準値より小さい場合に適合とします。 

 

●前画面に戻る 

 「前画面に戻る」ボタンを押下すると、ＵＡ値管理画面に戻ります。 
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2-2-7. 開口詳細 

 

 

「開口(窓)」を個別に仕様変更します。 

「開口部(ドア)」を個別に仕様変更します。 

 

開口部の仕様については初期作成時には、一律に選択された仕様が設定されます。 

 

開口(窓)-[詳細｝  

建具毎に個別変更する場合には、外皮計算ファイルのエクセルファイルで変更を行います。 

開口(窓)の「詳細」ボタンを押下すると、外皮計算ファイルの開口(窓)シートが開きます。 

 

開口(ドア)-[詳細｝ 

建具毎に個別変更する場合には、外皮計算ファイルのエクセルファイルで変更を行います。 

開口(ドア)の「詳細」ボタンを押下すると、外皮計算ファイルの開口(ドア)シートが開きます。 
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●開口(窓)-[詳細] 

 ・開口(窓) シートで編集を行います。 

 

 

部屋別、方位別に窓が表示されているので、個別に窓の仕様変更ができます。   

 

① 窓仕様名称の変更 

プルダウンから建具とガラスの組合せグループ 

名称から選択します。 

※断熱部材マスタの窓仕様シートで登録された 

建具仕様名称が表示されます。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

1 
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●開口(ドア)-[詳細] 

 ・開口(ドア) シートで編集を行います。           

 

部屋別、方位別にドアが表示されているので、個別にドアの仕様変更ができます。   

 

① ドア仕様の変更 

プルダウンからドア仕様を選択します。 

※断熱部材マスタのドア仕様シートで 

登録されたドア仕様名称が表示されます。 

 

② ガラスドア等をドアで入力した建具はドア 

で計算されます。窓として計算する場合は 

平面入力画面で「窓」に変更をします。 

建具の「ﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨ 2」の「UA値計算での種別」 

を「戸/ﾄﾞｱ」から「窓」に変更すると「窓」と 

して計算します。 

 

 

 

 

 

 

1 
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2-2-8. 個別変更した断熱材を優先 

 

 

「開口(窓)」、「開口部(ドア)」を個別に断熱材等の仕様を変更した内容を残したい場合にチェックを付け

ると再作成しません。 

 

断熱材を変更すると、個別に変更した断熱仕様は選択されている断熱材で再作成されます。変更した

内容を残す場合に「個別変更した断熱材を優先」にチェックを付けると断熱仕様の情報は残ります。 

但し、「建物再取込」又は「屋根/天井」「床/基礎」の断熱仕様を変更した場合は、開口(窓)・開口(ド

ア)のシートの全ての項目が再作成されます。 
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2-2-9. 外皮計算編集 

 

 

「外皮計算編集」ボタンを押下すると外皮計算ファイルを作成します。 

 

 ●外皮計算編集 

計算実行後に活性化されて、作成済の外皮計算ファイルの変更ができます。 

修正及び個別に断熱仕様の変更ができます。 
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●下記帳票が出力できます。 

【外皮計算_中間データファイル】 

Ｕ値 計算明細------------------物件の断熱仕様の詳細の出力。 

平面図--------------------------各階の平面図の画像の出力。 

屋根----------------------------階別、屋根別に水平投影面積及び実面積の出力。 

天井----------------------------階別、天井別に水平投影面積及び実面積の出力。 

外壁----------------------------階別、部屋別、方位別に面積の計算根拠の出力。 

階間部--------------------------階別、方位別に面積の計算根拠の出力。 

床------------------------------階別、部屋別、に面積の計算根拠の出力。 

土間床等------------------------部屋別、に外気長さ中央部面積の計算根拠の出力。 

開口(窓) -----------------------階別、部屋別、方位別に面積等の計算根拠の出力。 

開口(ドア) ----------------------階別、部屋別、方位別に面積等の計算根拠の出力。 

基礎壁計算結果---------外壁の内、基礎壁を抽出し方位別に面積、熱貫流率の計算結果の出力。 

 

【外皮計算書ファイル】 

共通条件・結果---------------物件基本情報の表示。計算結果の適合・不適合の表示 

Ａ(方位別外皮)--------------方位別の＜窓・ドア・外壁＞の外皮熱損失量と日射熱取得量の出力。 

Ｂ(屋根・床等)-------------＜屋根・天井・床等＞ の外皮熱損失量と日射熱取得量の出力。 

Ｃ(基礎)----＜基礎壁、基礎等＞ の熱損失量（基礎壁、基礎断熱及び土間床等の部分）の出力。 
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2-2-10. 外皮計算出力 

 

 

「外皮計算出力」ボタンを押下すると外皮計算ファイルを作成します。 

 

 ●外皮計算出力 

計算実行後活性化されて、作成済の外皮計算ファイルの出力(印刷)ができます。 

 

●下記帳票が印刷できます。 

【外皮計算_中間データファイル】 

Ｕ値 計算明細-----------物件の断熱仕様の詳細の出力。 

平面図-------------------各階の平面図の画像の出力。 

開口(窓) ----------------階別、部屋別、方位別に面積等の計算根拠の出力。 

開口(ドア) ---------------階別、部屋別、方位別に面積等の計算根拠の出力。 

基礎壁計算結果---------外壁の内、基礎壁を抽出し方位別に面積、熱貫流率の計算結果の出力。 
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【外皮計算書ファイル】 

共通条件・結果-----------物件基本情報の表示。計算結果の適合・不適合の表示。 

方位別外皮---------------方位別の＜窓・ドア・外壁＞の外皮熱損失量と日射熱取得量の出力。 

Ｂ（屋根・床等）--------＜屋根・天井・床等＞ の外皮熱損失量と日射熱取得量の出力。 

Ｃ(基礎)--＜基礎壁、基礎等＞ の熱損失量（基礎壁、基礎断熱及び土間床等の部分）の出力。 
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2-2-11. 提案書出力 

 

「提案書出力」ボタンを押下すると提案書ファイルを作成します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 

２ 

３ 

４ 

５ 
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① 省エネルギー基準の「適合」、「不適合」の表示をします。 

外皮平均熱貫流率と冷房期の平均日射取得率が両方とも適合の場合に「適合」と表示します。 

 

② 建物概要を表示します。 

物件名   ：物件名称を表示します。 

地域区分  ：選択した地域区分を表示します。 

工法    ：建物の工法を表示します。 

断熱仕様  ：屋根/天井と床/基礎の選択した 

仕様を表示します。 

天井断熱で一部屋根断熱の場合 

一部屋根断熱と表示します。 

算定用面積 ：延床面積を表示します。 

 

③ 外皮平均熱貫流率の「適合」、「不適合」の結果を表示します。 

部位毎の熱損失を表示します。 

ＵＡ値の基準値と計算結果を表示します。 

 

④ 冷房期の平均日射熱取得率の「適合」、「不適合」の結果を表示します。 

部位毎の冷房期日射熱取得量を表示します。 

ηＡ値基準値と計算結果を表示します。 

 

⑤ 断熱仕様と熱損失、日射熱取得量を表示します。 

屋根・天井、外壁、床・外気床、土間床等、開口部の UA 値計算結果編集の断熱材で選択した

断熱仕様のグループ名と熱損失、日射熱取得量を表示します。 

 

省エネルギー基準の判定書シート 

物件概要 
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2-2-12. 建物再取込 

 

ＵＡ値計算を実行後 CAD データの変更をした場合には、建物情報を再取込みします。 

●ＵＡ値計算を再作成する場合  

ＵＡ値計算を実行後に CAD入力で基準矩計の高さ、 

間取り、建具、屋根を変更した場合はＵＡ値の計算根拠 

が変わるので、建物再取込をします。 

 2-1. 「省エネ(UA値)計算管理」で「編集」を選択して 

「省エネ(UA値)計算結果」画面の外皮計算ファイルで修正 

していた内容は破棄されます。 

  

●UA値計算を別データとして作成する場合 

 修正した内容を残したい場合は、2-1. 「省エネ(UA値)計 

算管理」で「プラン_002」で新規作成を選択してください。 
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2-2-13. 一次エネルギー用 XML出力 

省エネ（UA値）計算結果画面を XML出力し、計算結果を外皮計算判定サイトで利用できます。 

【省エネ（UA値）計算結果画面】 

 

 

 

 XML ファイル出力 

外皮計算判定サイト：http://house.app.lowenergy.jp/ 

XML ファイル読込後、外皮計算判定サイトで結果表示 

XML ファイル 

http://house.app.lowenergy.jp/
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●一次エネルギー計算用 XML ファイルについて 

省エネ（UA値）計算結果により、下記必要情報をXML形式の一次エネルギー取り込みフォーマットのファ

イルとして作成します。 

 ・建物共通情報の物件名称～「Name」 

 ・省エネ（居室設定）の居室床面積-----主たる居室・その他居室・非居室・合計～「TotalArea」 

 ・ＵＡ値の地域区分～「Region」 

 ・ＵＡ値の計算結果----- 単位日射強度あたりの冷房期の外皮平均日射熱取得率 

   単位日射強度あたりの暖房期の外皮平均日射熱取得率 

外皮平均熱貫流率 ｛W/（㎡ K）｝ 

外皮等面積の合計 

 

【一次エネルギー計算用 XML ファイル】 

 

 



 

 

 

 

 

- 41 / 117 - 

●省エネルギー性能の判定について 

出力した計算用 XML ファイルは、外皮計算判定サイトで利用します。 

URL：http://house.app.lowenergy.jp/ 

 

 

各居室の床面積 Web プログラムの基本情報 

Web プログラムの外皮面積の合計 外皮計算結果 

http://house.app.lowenergy.jp/
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【一次エネルギー用 XML読込後の画面】 

外皮計算判定サイトにて、XML ファイルを読み込んだ後、以下のように物件情報を表示します。 

 

 

（ア）住宅の名称を表示 

（イ）主たる居室床面積（合計）UA値の地域区分を表示 

（ウ）その他の居室床面積（合計）を表示 

（エ）床面積（合計）を表示 

（オ）UA値の地域区分を表示 

 

 

 

 

 

 

 

ア 

イ 

ウ 

オ 

エ 
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3. 中間データファイルの部位別詳細シート 

 建物データから計算した結果を部位別のシートに分けて出力します。 

 部位別のシートを変更し外部ファイル表示をすると、外皮計算ファイルに反映します。 

 終了時には外皮計算ファイル同様、保存してください。 

 

 

（１） 部位別出力シート 

屋根------------------屋根の部位面積詳細の算出根拠を表示します。 

天井------------------天井の部位面積詳細の算出根拠を表示します。 

外壁------------------外壁の部位面積詳細の算出根拠を表示します。 

階間部---------------階間部の部位面積詳細の算出根拠を表示します。 

床---------------------床の部位面積詳細の算出根拠を表示します。 

土間床等------------土間床の部位面積詳細の算出根拠を表示します。 

開口(窓)-------------開口(窓)の部位面積詳細の算出根拠を表示します。 

開口(ドア)----------開口(ドア)の部位面積詳細の算出根拠を表示します。 

部位別シート 
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仮想床面積 

3-1. 熱的境界のルール 

 

（１）熱的境界のルール 

 部屋タイプのピロティ・車庫及び、中庭・ 

バルコニーを除く部屋領域の合成領域を 

熱的境界（外周領域）とします。 

 

 熱的境界内の部屋を階別、部屋別に算出します。 

 

 

 

 

 

＜床面積に算入するもの＞ 

吹抜及び階段室では天井高さが 2100ｍｍ以上は 

床面積に算入します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

部屋 

ピロティ・ 

車庫 

中庭 

熱的境界 

熱的境界 
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3-2. Ｕ値 計算明細シート 

 ＵＡ値計算結果での部位毎の断熱材を選択した断熱部材マスタで登録した詳細を出力します。 

 

 

- 
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3-3. 平面図 

  建具の窓番号を表示した各階平面を出力します。 

  4-2 の 1）窓の入力の「窓番号」を表示しています。 

 

  1Ｆ 

    
  2Ｆ 
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3-4. 部位面積詳細（屋根）の算出方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

屋根断熱の場合に、熱的境界内の屋根を、階毎・方位別に水平投影面積と実面積を算出します。 

  

（１）屋根断熱の考え方 

 ・屋根部分面積（軒部分を除いた）を求めます。 

  ・トップライト及びドーマー部は減算部面積として考慮しません。 

 ・実面積を算出します。 

 ・ルーフバルコニー部は屋根断熱仕様で屋根面積として算出します。 

 

   

 

（２）屋根シートの説明 

① 水平投影面積合計 ···· 水平投影面積合計値の合計を表示。 

② 実面積合計 ············ 実面積の合計値の合計を表示。 

③ 階 ························ 屋根の入力階を表示。 

④ 方位 ····················· 敷地で入力した方位を表示。 

方位が入力されていない場合は上を北として判断します。 

⑤ 形状 ····················· 屋根領域が「矩形」か、矩形以外は「その他」で表示。 

⑥ 幅１(ｍ) ················ 熱的境界内の軒の長さを表示。 

1 2 

3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 

 

14 

 

部屋 

バルコニー 

ルーフバルコニーは屋根面積に含めます 

水平投影面積 

軒出部は算出しません 実面積 

セルの表示色が白以外は入力でき

ません。 
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⑦ 幅２(ｍ) ················ 熱的境界内の棟の長さを表示。 

⑧ 奥行 ····················· 軒側と垂直方向の長さを表示。 

⑨ 水平投影面積直入力 · その他の場合の領域の屋根面積を表示。 

⑩ 水平投影面積 ·········· 幅(１)×幅(２)の計算結果を水平投影面積として表示。 

⑪ 勾配 ····················· 屋根の勾配を表示。 

⑫ 斜率 ····················· 勾配を考慮した倍率。 

⑬ 実面積 ·················· 水平投影面積×斜率の勾配を考慮した面積を表示。 

⑭ 備考 ····················· 形状が「矩形」でバルコニーの場合に「バルコニー領域です」 

「その他」で屋根領域が矩形領域でない場合「形状が特定できません」と

表示。 
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（３）天井断熱工法でバルコニー及び勾配天井部を屋根断熱とする場合 

断熱仕様で天井断熱を設定した場合で、バルコニー部及び勾配天井部を屋根断熱仕様の設定をす 

る場合は、小屋裏換気入力レイヤで「屋根断熱」領域を入力することで「UA値計算結果」画面で屋 

根断熱の設定ができます。 
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■屋根断熱領域の自動生成 

  勾配天井とバルコニーに対して自動で屋根断熱領域を生成します。 

  上層の外周領域外の勾配天井が入力されている場合に天井の屋根断熱領域を生成します。 

  小屋裏階（３層目）に収納が入力されている場合は下層（２階）に屋根断熱領域を生成します。 

 

  ＜自動生成＞ 

勾配天井及びバルコニー下部のチェックが 

  ＯＮの場合に屋根断熱領域を自動生成します。 

  但し、水平部は屋根断熱領域を生成しません。 

 

  断熱仕様のみ切り替えるが「ＯＮ」の場合は 

  勾配天井高さ及びバルコニーの下部の部屋の 

天井高さが外壁の上端高さとなります。 

  断熱仕様のみ切り替えるが「ＯＦＦ」の場合は 

  桁天端からの下がり量の値分下がった高さが 

  外壁の高さとなります。 

  天井断熱工法の場合、勾配天井は断熱仕様のみ 

切り替えるを「ＯＮ」としてください。 

バルコニーの場合は下層の天井上に断熱材があるものとして壁高さを天井までとして計算します。 

 

 

[ 桁天端からの下がり量 ] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▽軒高 

屋根断熱の下が
り量の基準位置 

桁天端からの下
がり量 

部屋天井面とする場合は「断熱
仕様のみ切り替える」を「ＯＮ」
にする 
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＜断熱仕様のみ切り替えるが「ＯＮ」の場合＞ 

 勾配天井の場合は必ず「ＯＮ」としてください。 

  

 

 

 

 

 

 

 

＜断熱仕様のみ切り替えるが「ＯＦＦ」の場合＞ 

   小屋裏の勾配天井が「建物共通情報」の「立面/ﾊﾟｰｽ関係」-「勾配時の天井懐寸法」と違う場合は

下図のようになります。 

   下がり量により水平部と勾配部に段差が付きます。 

 

 

 

 

 

 

   
 

 

 

▽軒高 
小屋裏収納 

バルコニー 
部屋の天井高さ 

下層の部屋の天井高

さ 

外壁の上端高さは部屋の天井高

さとなります 

▽軒高 

断熱材 

▽軒高 
▽軒高 小屋裏収納 

バルコニー 

外壁の上端高さは部屋の天井高さ

より上がります 

桁天端からの下がり量 

部屋の天井面 

断熱材 

天井懐寸法 

桁天端からの下がり量 
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＜省エネ(ＵＡ値)計算結果＞ 

 屋根断熱領域がある箇所は計算条件の断熱材の「屋根」の仕様が計算に反映します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

屋根と天井の仕様が

反映します 

勾配天井 

２階の外周 

１階 
１階 

小屋裏階 
２階 

屋根断熱領域 

屋根断熱領域 

２階のﾊﾞﾙｺﾆｰ 

屋根断熱領域 
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3-5. 部位面積詳細（天井）の算出方法 

 

 天井断熱の場合に、外部に面する部屋の天井及び部分天井の面積を算出します。 

 

（１）天井断熱の考え方 

天井断熱の場合に必要となる面積を算出します。  

・上部が部屋でない部分の天井面積を求めます。 

・部分天井に勾配がある場合、部屋領域と重なる 

部分をカットしそれぞれ面積を算出します。 

 

 

＜天井面積算出方法＞ 

1） 水平天井面積 

部屋領域から天井面積を求めます。 

 

2） 勾配天井がある場合 

天井で部屋を分割して分割数の行数で算出して勾配から斜率を計算して実面積を出力します。 

  ●勾配天井算出例                

 

 

 

 

 

1 2 

3 

4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 

 
14 

 

天井断熱 

天井断熱 

算出する天井部 

セルの表示色が白以外は入力でき

ません。 

勾配天井 

水平天井 

勾配天井 
高さ min 

高さ max 

平面 断面 

 

② 

① 
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① の天井は勾配天井で算出します。 

② の天井は②の矩形面積から斜率を計算して実面積を算出します。 

 

※勾配天井の実面積は勾配を考慮した面積。 

※勾配天井が入力されていない場合は、屋根が部屋の天井に干渉する場合は自動で勾配天井を算出

します。 

 

3） R天井がある場合 

R天井は R の考慮はしていません。勾配天井として面積を算出します。 

 

（２）天井シートの説明 

① 水平投影面積合計 ······ 水平投影面積合計値の合計を表示。 

② 実面積合計 ·············· 実面積の合計値の合計を表示。 

③ 階 ·························· 部屋の入力階を表示。 

④ 部屋名 ···················· 部屋名を表示。（勾配天井が存在する場合は分割部屋数を表示） 

⑤ 形状 ······················· 天井領域が「矩形」か、矩形以外は「その他」で表示。 

⑥ 幅１(m) ················· 天井領域の水平方向の長さを表示。（その他の場合は表示無し） 

⑦ 幅２(m) ················· 天井領域の水平方向の長さを表示。（その他の場合は表示無し） 

⑧ 奥行(m) ················· 天井領域の垂直方向の長さを表示。（その他の場合は表示無し） 

⑨ 水平投影面積直入力…その他の場合の領域の屋根面積を表示。 

⑩ 水平投影面積 ··········· 幅(ｍ)×奥行(ｍ)の計算結果を水平投影面積として表示。 

⑪ 勾配 ······················· 天井勾配を表示。 

⑫ 斜率 ······················· 勾配を考慮した倍率。 

⑬ 実面積 ···················· 水平投影面積×斜率の勾配を考慮した面積を表示。 

⑭ 備考 ······················· 勾配天井で形状が「その他」の場合に「勾配天井です」 

形状が「その他」で天井領域がﾄﾞｰﾅﾂ状の場合「ﾄﾞｰﾅﾂ型です」と表示。                 

 

 

 

 

 

 

① 
② 
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3-6. 部位面積詳細（外壁）の算出方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

方位別及び部屋別の外壁面積と基礎壁面積を算出します。 

開口部の方位別の合計面積を表示します。 

 

（１）外壁断熱の考え方 

外壁の高さは基準矩計の天井高さとします。 

外壁の下端は基準床高さとして、部分床の高さは考慮しません。 

連続する同一の天井高さの場合は合算して１枚の壁長さとします。（部屋名称は合算した部屋名で出

力します） 

部分天井が入力されている場合は部分天井で壁を分割して部分天井迄の高さで算出します。 

＜部分天井が水平の場合＞ 

※部分天井の高さが基準矩計の天井高さより低い場合は基準天井高さを壁高さとします。 

 部分天井の高さが基準矩計の天井高さより高い場合は部分天井迄の高さを壁高さとします。 

 

1 2 3 4 5 

11 12 13 14 15 16 17 18

３ 

19

３ 

20 

セルの表示色が白以外は入力でき

ません。 

6 7 8 9 10 
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（２）外壁シートの説明 

①方位 ······················· 外壁の外方向に向いている方向の方位を表示。 

②外壁＋開口 ·············· 外壁面積＋開口面積の合計値を表示。 

③開口(窓) ·················· 開口(窓)の面積を表示。 

④開口(ドア) ················ 開口(ドア)の面積を表示。 

⑤基礎壁（土間）外気側 …基礎壁（土間）外気側の面積を表示。 

⑥基礎壁（土間）床下側 …基礎壁（土間）床下側の面積を表示。 

⑦基礎壁（浴室）外気側 …基礎壁（浴室）外気側の面積を表示。 

⑧基礎壁（浴室）床下側 …基礎壁（浴室）床下側の面積を表示。 

⑨基礎壁 ···················· 基礎断熱時の基礎壁の面積を表示。 

⑩外壁面積 ················· 外壁の面積を表示。 

⑪階 ·························· 外壁の入力階を表示。 

⑫部屋名称 ················· 部屋名を表示。（勾配天井が存在する場合は分割部屋数を表示） 

⑬方位 ······················· 外壁の外方向に向いている方向の方位を表示。 

⑭形状 ······················· 外壁の姿形状が「矩形」か矩形以外は「その他」を表示。 

⑮幅(m)····················· 部屋の天井高さが同じ場合、合算した外壁の平面状の長さを表示。 

⑯高さmin(m) ············· 外壁の低い方の高さを表示。 

⑰高さmax(m) ············ 外壁の高い方の高さを表示。 

⑱外壁＋開口面積 直入力 ······ 形状が「その他」の場合に、外壁＋開口面積の合計値を算  

                     式に関係なく自動計算の値を表示。 

⑱外壁＋開口面積(㎡) ··· 形状が「矩形」の場合に、「幅×高さ」の計算式による値を表示。 

⑳備考 ······················· 基礎壁の床下側等のコメントを表示。 

 

■外壁高さの算出基準 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

外壁高 

＝天井高 

外壁高 

＝天井高 

外壁高 

＝天井高 

外壁高 

＝天井高 

2 階階間部 

3 階階間部 

2 階階間部 

1 階階間部 

屋根断熱の場合 天井断熱の場合 

▼2FL 

▼1FL 

▼3FL 

▼2FL 

▼1FL 

1 階階間部 
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＜上図の場合＞ 

 外壁の高さは屋根なりに算出します。 

 壁幅は屋根毎に壁を分割して算出します。 

  ※床高さは考慮しません。基準床高さで算出しています。 

    部分床は考慮しません。 

 

勾配天井が基準天井

高より低い外壁 

天上高が基準天井高

より高い部屋 

1 

2 

1 2 

2F外壁 

天井高 

階間部 

1F外壁 

基準天井高 

部屋天井高が基準天

井高より低い部屋 

天井高が基準天井高

より高い部屋 

基準天井高さより高

い場合は天井高さで

算出する。 

勾配天井が基準天井

高より高い外壁 

天井断熱の場合 

屋根断熱の場合 

1 

壁幅 

 

高さ Max 

高さ Min 
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■基礎壁 

 土間床上端～基礎天端までの高さを基礎壁として算出します。 

 土間床上端の高さは建物共通情報の矩計タブで設定します。 
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 床断熱の場合は、基礎壁の部位は部屋ﾀｲﾌﾟが「玄関」と「浴室」の外気側と床下側に分けて算出しま

す。 

基礎断熱の場合は「玄関」と「浴室」と「玄関・浴室以外」に分けて算出します。 

 

  ＜床断熱の場合＞                       ＜基礎断熱＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      玄関(外気側) 

      玄関(床下側)  

      浴室(外気側) 

      浴室(床下側) 

      基礎壁一般 
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3-7. 部位面積詳細（階間部）の算出方法 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）階間部の考え方 

基準矩計の「天井高」と上階基準ＦＬまでの距離を階間部の外壁として算出しています。 

1階階間部の高さは建物共通情報の基準矩計の「1F基準高さ－1F基礎高さ」としています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

セルの表示色が白以外は入力でき

ません。 

1 2 

5 6 7 8 9 10 

2F 階間部 

1 階基準天井高 

2 階基準天井高 

1F 階間部 

▼2階ＦＬ 

▼1階ＦＬ 

1 階基準天井高 

1F 階間部 

屋根断熱の場合に階

間部として算出され

ます 

屋根断熱の場

合に階間部と

して算出され

ます 

3 4 
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（２）階間部シートの説明 

① 方位 ·················· 階間部の外方向に向いている方向の方位を表示。 

② 外気側 ··············· 方位別の外周領域上の階間部面積を表示。 

③ 床下側 ··············· 方位別の外周領域上にない階間部面積を表示。 

④ 面積 ·················· 方位別の階間部面積の合計を表示。 

⑤ 階 ····················· 外壁の入力階を表示。 

⑥ 方位 ·················· 分割された外壁毎の外方向に向いている方向の方位を表示。 

⑦ 幅(m) ················ 分割された外壁の長さを表示。 

⑧ 高さ(m) ·············· 階間部の高さを表示。 

⑨ 面積(㎡) ············· 幅×高さの計算の結果を表示。 

⑩ 備考 ·················· 階間部の床下側等のコメントを表示。 

 

■算出方法 

当層の外周領域を階間部の長さとする。 

※部屋の天井高さは考慮しません。 

※部分床及び部分天井は考慮しません。 

 

 

 屋根断熱と天井断熱での階間部の算出長さは下図の領域長さとします。 

 ※１階は、基礎断熱の場合のみ階間部を算出する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

階間部長さ 

１階 ２階 ３階 

１階の外周領域 ２階の外周領域 ３階は無し 

天井断熱の場合 

屋根断熱の場合 

１階の外周領域 ２階の外周領域 

＋1 階下屋領域 
２階の外周領域 

１階 ２階 
３階 

※基礎断熱の場合のみ 

※基礎断熱の場合のみ 
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3-8. 部位面積詳細（床）の算出方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）床の考え方 

■外気に接する１階の床を一般床とします。 

１階の部屋を対象とします。 

部屋タイプ「玄関」「浴室」「ピロティ」「車庫」 

以外の部屋を対象とします。 

 

■浴室床断熱設定時の外気に接する１階の浴室床を浴室床とします。  

１階の部屋を対象とします。 

 

 

 

 

 

 

 

■ 外気に接する 2階以上の床裏を外気床とします。 

2階以上の階で下階より飛び出している部屋領域 

 を対象とします。 

部屋タイプ「玄関」「浴室」も対象とします。 

 

 

 

 

部屋 

浴室 

玄関 

１階外周 

2 階キャンチ床 

1 2 

4 5 6 7 9 10 11 12 

外気床 

セルの表示色が白以外は入力でき

ません。 
3 

8 
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（２）床シートの説明 

① 一般床 ·················· 外気に接する１階の床の合計面積を表示。 

② 浴室床合計 ············ 浴室床断熱設定時の１階の浴室床の合計面積を表示。 

③ 外気床合計 ············ 外気に接する 2階以上の床裏の合計面積を表示。 

④ 階 ························ 部屋の存在する階を表示。 

⑤ 部屋名 ·················· 部屋名称を表示。 

⑥ 形状 ····················· 部屋形状の「矩形」か「その他」を表示。 

⑦ 幅 1(ｍ) ················ 部屋領域の分割された幅を表示。 

⑧ 幅 2(ｍ) ················ 部屋領域の分割された幅を表示。 

⑨ 奥行(ｍ) ················ 部屋領域の分割された奥行きを表示。 

⑩ 床面積直入力 ·········· 形状が「その他」の場合の自動算出面積を表示。 

⑪ 床面積(㎡) ············· 幅×奥行の計算結果を表示。 

⑫ 備考 ····················· 形状が「その他」の場合に「領域の分割ができません」を表示。 

 

3-9. 部位面積詳細（土間床等）の算出方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）土間床の考え方 

 部屋タイプの玄関と浴室を土間床として算出します。 

 玄関を「玄関土間」、浴室を「その他」として算出します。 

 基礎断熱時は基礎外周として算出します。 

 

（２）土間床シートの説明 

① 外気側 ····················· 土間部屋領域の外周上の領域長さの合計を表示。 

② 床下側 ····················· 土間部屋領域の外周上でない領域長さの合計を表示。 

③ 面積 ························ 土間部屋領域の面積の合計を表示。 

④ 土間名称/基礎 ··········· 土間部屋の名称を表示。 

⑤ 外気側(m) ················ 土間部屋別の外気側の長さを表示。 

1 2 3 

4 5 6 7 

セルの表示色が白以外は入力でき

ません。 
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⑥ 床下側(m) ················ 土間部屋別の床下側の長さを表示。 

⑦ 面積 ························ 土間部屋領域の面積を表示。 

 

 

＜土間床部算出方法＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3-10. 計算詳細 開口(ドア)の算出方法  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）開口(ドア)の考え方 

  戸/ドアで入力された建具を対象として算出します。 

 断熱仕様が一律に設定されて計算されているので、個別に断熱仕様の変更ができます。 

  

1 2 

3 4 5 7 6 8 9 10 11 

セルの表示色が白以外は入力でき

ません。 

基礎外周 

土間床部 

外気側 

室内側 
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（２）開口(ドア)シートの説明 

① 方位 ····················· 方位を表示。 

② ドア面積 ················· 方位別のドア面積の合計を表示。  

③ ドア番号 ················· ドアの番号を表示。 

④ 階 ························ ドアの入力階を表示。 

⑤ 部屋名 ·················· 部屋名称を表示。 

⑥ 方位 ····················· ドアが外部側に面している方向の方位を表示。 

⑦ 幅(m) ··················· ドアの幅を表示 

⑧ 高さ(m) ················· ドアの高さを表示。 

⑨ 面積(㎡) ················ 幅×高さの計算結果を表示。 

⑩ ドア仕様 ················· ドアの仕様を変更できて、熱貫流率等が設定されます。 

⑪ 熱貫流率(W/㎡*K) ·· マスタの熱貫流率を表示。 

 

 

 

 

 

3-11. 計算詳細 開口(窓)の算出方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）開口(窓)の考え方 

  窓・出窓・トップライトで入力された建具を対象として算出します。 

  造作出窓に入力された窓も対象として算出します。 

  ※トップライトの方位係数は 1.0 として算出します。 

 

1 2 

3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 

セルの表示色が白以外は入力でき

ません。 
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（２）開口(窓)シートの説明 

① 方位 ····················· 方位を表示。 

② 窓面積 ·················· 方位別の合計窓面積を表示。 

③ 窓番号 ·················· 窓の番号を表示。 

④ 階 ························ 窓の入力階を表示。 

⑤ 部屋 ····················· 窓の取り付く部屋名称を表示。 

⑥ 方位 ····················· 窓の取り付く外壁の方位を表示。 

⑦ 幅(m) ··················· 窓の開口幅を表示。 

⑧ 高さ(m) ················· 窓の開口高を表示。 

⑨ 面積(㎡) ················ 窓の面積を表示。 

⑩ 窓仕様名称 ············ 断熱部材マスタで登録した窓のグループ名を表示。 

⑪ 熱貫流率 ··············· 面積×熱貫流率(補正後)の計算結果を表示。 

⑫ 日射熱取得率 ·········· 断熱部材マスタで登録したガラスの日射侵入率(遮蔽物の種類別) の

値を表示。 
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■出窓の開口面積算出方法 

 

・既成出窓は出窓の（W×H）で開口面積を算出します。 

・コーナー出窓の場合はコーナー部の（W1+W2）をそれぞれの開口面積を算出します。 

・コーナー出窓の場合μ値の方位はW1 とW2毎で別々の方位で算出します。 

・長方形出窓等の出幅部の開口面積は算出対象外とします。 

・造作出窓の場合の開口面積は建具の開口面積とします。→出窓形状により色々なケースが考えら

れるので、出窓の開口面積とします。（下図参照） 

・両サイドにある窓はＵＡ値とも開口面積に算入しません。 

・両サイドにある窓は、ＵＡ値とも計算対象としません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

既成出窓の場合は出窓開口で算

出します 

コーナー出窓の場合は 

Ｌ型部の出窓開口で算出する 

方位は分割して2個の建具として

計算します 

 

W 

W１ 

W２ 

W 

既成出窓の場合は出窓開口で算

出します 

出幅の部分は考慮

しません 

出窓は外周領域上を開口と

して判断するのでサイドの

窓は算出ません 

既成出窓の場合 
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・開口面積は造作出窓の「開口幅×開口高」とします。 

 ・造作出窓上に建具が 1個も存在しない場合は開口がないものとして算出します。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜造作出窓の場合の開口の考え方＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

両サイドにある窓

は計算対象外とし

ます 

出窓開口と平行 

出窓Ｗ 

サッシＷ 

出窓Ｗ 

サッシＷ 
造作出窓の場合の開

口は建具の開口とし

ません 

造作出窓の場合 

造作出窓の形状により建具がどのように入力されるのかわからな

いので（出窓開口面積よりも建具面積のほうが大きくなることも

ある）出窓領域上に建具が 1 個でもあれば、出窓開口を開口面積

とします。 

結論として、システムの考え方は、既成出窓及び造作出窓は出窓

領域上に建具が1個でもあれば出窓のＷとＨを開口とします。 

（不利側に計算しています） 
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3-12.基礎壁計算結果の算出方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基礎壁計算結果シートの説明 

外壁シートで面積計算された基礎壁の一覧で、これらの値を外部ファイルの外皮計算書の C(基礎)シート

の３）基礎壁の入力欄に反映します。 

 

 

① 仕様番号・・・・・・・・・・・・・・・設定した断熱材の仕様番号を表示。 

② 方位・・・・・・・・・・・・・・・・・・・基礎壁の外方向に向いている方向の方位を表示。 

③ 面積（㎡）・・・・・・・・・・・・・基礎壁の面積を表示。 

④ 熱貫流率（W/(㎡・K)）・・断熱部材マスターで設定した仕様番号の熱貫流率を表示。 

⑤ 日射の当らない基礎等・・・・・日射の当らない基礎壁にチェックを表示。 

 

 

1 2 3 4 5 
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3-13. 外部ファイルアクセスシート 

外皮計算ファイルの起動をします。 

 
 

 

① 保存先指定ボタン 

計算書の保存先を指定します 

 

② 外部ファイル表示ボタン 

外皮計算書にデータを書き込みし、外皮計算書を起動します 

 

 

 

 

1 

2 
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4. 外皮計算ファイル 

4-1. 共通条件・結果シート 

 1）基本情報の入力 

  ・住宅の名称 

   建物共通情報の物件名称を出力 

   します。 

 

  ・住宅の所在地 

   建物共通情報の住所を出力します。 

 

  ・地域区分 

   ＵＡ値の計算条件で選択した地域 

   区分を出力します。 

 

  ・住宅の規模 

   建物共通情報の地上階及び地下階の 

値を出力します。 

 

 2）計算結果 

   計算結果の値は各シートの値から 

計算式により自動算出します。 

 

 3）省エネルギー基準外皮性能適合可否結果 

   計算結果から判定で「適合」、「不適合」の表示をします。 

省エネルギー基準外皮性能適合可否結果の値は計算式により自動算出します。 
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4-2. Ａ（北）シート    ※各方位同じ 

 ■内訳計算シートＡ 外皮熱損失量と日射熱取得量計算書の出力 

 

 

 

1）窓の入力 

窓・出窓で入力された建具を対象として算出します。 

造作出窓に入力された窓も対象として算出します。 

組合せ建具の場合は、個々の建具で個別で算出します。 

  

① 窓番号              階別に振られた建具符号番号を方位別に出力します。 

② 寸法                「開口幅」と「開口高」を出力します。 

③ 熱貫流率             「断熱部材マスタ.xls」-「シート 窓仕様」から「熱貫流率」  

の値を取得して出力する。 

④ 日射熱取得率          「断熱部材マスタ.xls」-「シート 窓仕様」から「日射熱取 

                   得率」の値を取得して出力する。 

⑤ 付属部材の有無         サッシに付属する「雨戸」「ｼｬｯﾀｰ」「障子」等を選択します。 

⑥ 取得日射量補正係数の算出 デフォルト仕様の初期値をチェック ON で出力します。 

⑦ 冷房期日射熱取得量     計算式により自動計算します。 

⑧ 暖房期日射熱取得量     計算式により自動計算します。 

⑨ 熱損失              計算式により自動計算します。 
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2）ドアの入力 

① ドア番号           階別に振られた建具符号番号を方位別に出力します。 

② 寸法             「開口幅」と「開口高」を出力します。 

③ 熱貫流率          「断熱部材マスタ.xls」-「シート ドア仕様」から「熱貫流率」の値を取 

得して出力します。 

④ 付属部材の有無      ドアに付属する「雨戸」「ｼｬｯﾀｰ」「障子」等を選択します。 

⑤ 冷房期日射熱取得量   計算式により自動計算します。 

⑥ 暖房期日射熱取得量   計算式により自動計算します。 

⑦ 熱損失            計算式により自動計算します。 

 

   

 

3）外壁の入力 

① 仕様番号          「断熱部材マスタ.xls」-「シート 外壁」から「仕様番号」の値を取得し                     

て出力します。 

② 外壁面積          方位別の外壁の面積を出力します。 

③ 除外窓等面積       方位別の窓・出窓・ドア部の面積を出力します。 

④ 計算対象外壁面積    「外壁面積－除外等面積」を出力します。 

⑤ 熱貫流率          「断熱部材マスタ.xls」-「シート 外壁」から「実質の熱貫流率」の値を 

取得して出力します。 

⑥ 冷房期日射熱取得量  計算式により自動計算します。 

⑦ 暖房期日射熱取得量  計算式により自動計算します。 

⑧ 熱損失           計算式により自動計算します。 
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4-3. Ｂ（屋根・床等）シート 

 ■内訳計算シートＢ ＜屋根・天井・床等＞ の外皮熱損失量と日射熱取得量計算書の出力 

  

 

1） 天窓等の入力 

① 窓番号          階別に振られた建具符号番号を方位別に出力します。 

② 寸法            「幅」と「奥行き」を出力します。 

③ 熱貫流率         「断熱部材マスタ.xls」-「シート 窓仕様」から「実質の熱貫流率」の 

値を取得して出力します。 

④ 日射熱取得量      エクセル「外皮計算 TEMP.xlsm」内の式の 

設定により自動算出します。 

⑤ 付属部材の有無     「ｼｬｯﾀｰ」「障子」等を選択します。 

⑥ 冷房期日射熱取得量  計算式により自動計算します。 

⑦ 暖房期日射熱取得量  計算式により自動計算します。 

⑧ 熱損失           計算式により自動計算します。 
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2）屋根・天井・外気等に接する床（以下「屋根等」という）の入力 

①仕様番号          「断熱部材マスタ.xls」-「シート 屋根・天井」から「仕様番号」の値を取得 

して出力します。 

②部位名称          「屋根・天井・外気床・その他床」に割り当てます。 

③屋根等面積         屋根・天井等の面積を出力します。 

④除外窓等面積       1）の窓番号に出力した天窓面積を出力します。 

⑤計算対象外壁面積    「屋根等面積－除外窓等面積」の値を出力します。 

⑥熱貫流率          「断熱部材マスタ.xls」-シート「屋根」・「天井」・「床」 

から「熱貫流率」の値を取得して出力します。 

⑦温度差係数         外気側は 1.0、室内側は 0.7 で出力します。 

⑧冷房期日射熱取得量   計算式により自動計算します。 

⑨暖房期日射熱取得量   計算式により自動計算します。 

⑩熱損失            計算式により自動計算します。         
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4-4. Ｃ（基礎）シート 

■内訳計算シートＣ  ＜基礎等＞ の熱損失量（基礎断熱及び土間床等の部分） 

   

 

1）土間床等の面積の入力 

① 部位番号    「断熱部材マスタ.xls」-「シート 土間床等」から「部位番号」  

の値を取得して出力します 

② 部位名     「基礎断熱・玄関土間・その他」に割り当てます。 

③ 面積      土間の面積を出力します。 

 

                          

 

 

  

２）土間等の外周長さと線熱貫流率の入力 

①部位番号         土間床等の面積の入力の部位番号を表示します。 

②部位名          土間床等の面積の入力の部位名を表示します。 

③土間床等の外周長 L  土間部の外周長さと室内側の長さまたは基礎の外周長さを出力 

  します。 

④線熱貫流率        線熱貫流率の値を出力します。 

⑤日射の当らない基礎等  日射の当たらない基礎の場合にチェックします。 

⑥熱損失           計算式により自動計算します。  
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３）基礎壁の入力 

①仕様番号           「断熱部材マスタ.xls」-「シート 外壁」から「仕様番号」の値を取得して 

出力します。 

②方位              基礎壁の方位を出力します。 

③面積              基礎壁の面積を出力します。 

④熱貫流率           「断熱部材マスタ.xls」-「シート 外壁」から「実質の熱貫流率」の値を取得 

して出力します。 

⑤日射の当たらない基礎等  日射の当たらない基礎の場合に手動でチェックします。 

⑥冷房期日射熱取得量   計算式により自動計算します。 

⑦暖房期日射熱取得量   計算式により自動計算します。 

⑧熱損失            計算式により自動計算します。 
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5.マスターメンテナンス 

 

省エネ等級判定計算で使用する、屋根、天井、外壁、階間部、床、土間床等、基礎、ドア仕様、窓仕

様、建築材料、建具、ガラス、表面熱抵抗、線熱貫流率表の登録を行います。 

 

部位別のマスタでは部位毎の仕様部材の組み合わせを登録します。 

※ 標準的な部材は既に登録済で、材料名等は商品名ではなく一般名称で登録しています。 

※ グレー表示のセルは計算式が設定されているので自動計算するので入力できません。 

 

マスタデータは「C:\DTS-CAD-NEW\MASTER\ＵＡ値\断熱部材マスタ.xls」ファイルに登録します。 

 

＜明細表示解除＞ 

 明細表示解除ボタンを押下した場合、 

 グループ名を一覧で表示します。 

 

 

 

 

 

 

＜断熱材 明細表示＞ 

 断熱材 明細表示ボタンを押下した場合、 

ｸﾞﾙｰﾌﾟ名称登録の詳細を表示します。 
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5-1. 部材マスタ（屋根） 

 

 屋根の断熱仕様の組み合わせを登録します。 

 

① 仕様番号 

外皮計算ファイルに表示する仕様番号を登録します。 

 

②グループ名称 

断熱条件の選択時に表示される名称となるので解りやすい名称を入力してください。 

グループ名欄に文字が存在すると「ＵＡ値計算結果」の選択肢に表示されます。 

 

③熱橋面積比率 

木材の平均熱貫流率で、「住宅の省エネルギー基準の解説 改訂第 3版」の、 

 表 3.4.2-4 木造軸組み工法の各部位熱橋面積比率の値を登録しています。 

部位 工法の種類等 熱橋面積比率 

床 

床梁工法 根太間に断熱する場合 0.20 

束立大引工法 根太間に断熱する場合 

大引間に断熱する場合 

0.20 

0.15 

階床（ネダレス）工法 0.15 

床梁土台胴面工法 根太間に断熱する場合 0.30 

外壁 柱・間柱に断熱する場合 0.17 

天井 桁・梁間に断熱する場合 0.13 

屋根 たるき間に断熱する場合 0.14 

 

④実質の熱貫流率 U値 

熱橋面積比率を考慮して計算した熱貫流率で自動計算します。 

2 4 3 1 

5 6 7 8 9 10 11 

13 

14 
15 

12 
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⑤材料名 

建築材料シートに登録されている部材をプルダウンから選択します。 

登録されている熱伝導率λが⑥に表示されます。 

 

 

 

 

 

⑥熱伝導率λ 

建築材料シートで熱伝導率λ列に登録されている値が表示されます。 

直接入力はできません。 

 

⑦厚さ 

材料の厚さをｍ単位で入力してください。 

 

⑧一般部 

熱橋部でない場合にプルダウンから「○」を選択してください。 

設定を削除する場合は「Dell」キーで削除してください。 

 

⑨熱橋部 

熱橋部の場合にプルダウンから「○」を選択してください。 

設定を削除する場合は「Dell」キーで削除してください。 

 

⑩低減率（X0.9） 

外張断熱又は付加断熱の場合で断熱材が連続せず熱橋部を有する場合の外張断熱または付加断熱の

断熱材の熱抵抗 R に低減率「0.9」を乗じて計算する場合にプルダウンから「○」を選択してください。○印が

ある場合は⑪熱貫流抵抗（一般部）、⑫熱貫流抵抗（熱橋部）に通常の熱貫流抵抗Rに0.9を乗じ

た値を表示します。 

 

⑪熱貫流抵抗（一般部） 

一般部で「○」が選択されている場合、熱伝導率λと材料の厚さからの計算値を表示します。 

直接入力はできません。 

 

⑫熱貫流抵抗（熱橋部） 

熱橋部で「○」が選択されている場合、熱伝導率λと材料の厚さから計算値を表示します。 

直接入力はできません。 
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⑬表面・空気層の熱抵抗 

外気側---外気側の通気層の「あり、なし」を選択します。 

空気層---空気層がある場合に設定します。 

室内側---室内側の通気層の「あり、なし」を選択します。 

 

⑭熱貫流抵抗の和 

熱貫流率の合計を表示します。 

自動計算されます。 

 

⑮熱貫流率 

組み合わさった部材の熱貫流率を表示します。 

自動計算されます。 

 

5-2. 部材マスタ（天井） 

 

 屋根と同様、天井の断熱材の組み合わせを登録します。 
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5-3. 部材マスタ（外壁） 

 

 

屋根と同様、外壁の断熱材の組み合わせを登録します。 

熱橋を有しない外張り断熱の場合は熱橋部の仕様の設定は必要ありません。 

  

5-4. 部材マスタ（階間部） 

 

外壁の登録をすると同じ内容で登録されるので設定する必要がありません。 

熱橋を有しない外張り断熱の場合は熱橋部の仕様の設定は必要ありません。 
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5-5. 部材マスタ（床） 

 

屋根と同様、床の断熱材の組み合わせを登録します。 

 

5-6. 部材マスタ（土間床等） 

  
床断熱時の土間床の断熱材の組み合わせを登録します。 

   

 

1 2 

3 

4 5 6 7 8 

4 
4 5 

5 
6 

6 
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①グループ No 

自動発番で 20 まで登録できます。 

 

②グループ名称 

断熱条件の選択時に表示される名称となるので解りやすい名称を入力してください。 

 

③線熱貫流率シートの表番号 

線熱貫流率の値を検索する線熱貫流率シートの表番号をリストから選択します。 

 

④底盤断熱材長さ 

底盤部の断熱材の長さを入力してください。 

※長さが 900以上の場合は 900以上の任意の値を入力してください。 

 

⑤底盤断熱材熱抵抗 R1 

底盤部の断熱材の熱抵抗の値を入力してください。 

 

⑥立上り断熱材熱抵抗 R2 

立上り部の断熱材の熱抵抗の値を入力してください。 

 

⑦線熱貫流率 

上記の④～③に入力した値から線熱貫流率表シートの線熱貫流率の値を自動検索して表示します。 

 

⑧部位番号 

断熱材の部位番号を入力してください。 

 

 

・断熱材熱抵抗計算ツール（土間床等シート、基礎シート共通） 

 

 

 

 

 

1 2 3 4 
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線熱貫流率の算出において、底盤部と立ち上り部の 2 か所の断熱材の熱抵抗の値が必要になるため、 

計算ツールを２つに並べています。 

※計算ツールの値は部材マスタ表に自動で連携しません。表には計算ツールで算出した値を入力してくださ

い。 

 

① 断熱材をリストから選択します 

② ①で選択した断熱材の熱伝導率の値を自動表示します 

③ 断熱材の厚みをｍ単位で入力します 

① ②③の値から断熱材の熱抵抗の値を自動計算し表示します 

 

 

5-7. 部材マスタ（基礎） 

 

基礎断熱時の基礎の断熱材の組み合わせを登録します。 

設定内容は上記の「土間床等」シートと同じです 

 

 

5-8. 部材マスタ（ドア仕様） 

 

開口(ドア) の断熱材の仕様を登録します。 

①ドア仕様 

ドアの仕様名称を登録します。 

②熱貫流率 

熱貫流率の値を登録します。 

 

1 2 
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5-9. 部材マスタ（窓仕様） 

 開口(窓)の断熱仕様を登録します。 

 MAX100 まで登録できます。 

 ①窓仕様名称 

 開口(窓)の断熱仕様の選択時に表示される仕様名称を登録します。 

 ②建具仕様 

 建具シートで登録した建具仕様の一覧から選択します。 

 ③ガラス仕様 

 ガラスシートで登録したガラス仕様の一覧から選択します。 

 ④熱貫流率 

 建具とガラス組み合わせによる熱貫流率を登録します。 

 ⑤日射侵入率（遮蔽物の種類別） 

 ガラスシートの種別毎の日射侵入率（遮蔽物の種類別）が表示。（変更できません） 

 

 

 

2 1 3 4 5 
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5-10. 部材マスタ（建築材料） 

 

建築材料種類の名称を登録します。 

MAX100 まで登録できます。 

 

①建築材料種類 

建築材料名称を登録します。 

②熱伝導率λ 

建築材料の熱伝導率λの値を入力し登録します。 

 

 

1 2 
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5-11. 部材マスタ（建具） 

 

 

建具本体の仕様を登録します。 

窓仕様シートの建具仕様の選択一覧となります。 

MAX200 まで登録できます。 

 

①建具仕様 

建具仕様の名称を登録します。 

 

5-12. 部材マスタ（ガラス） 

 

 

 窓のガラスの仕様を登録します。 

 窓仕様シートのガラス仕様の選択一覧となります。 

 

①ガラス仕様 

ガラス仕様の名称を登録します。 

1 

1 
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5-13. 部材マスタ（表面熱抵抗） 

 

 

部位毎の表面熱抵抗を設定します。 

 

①表面熱抵抗 

表面の熱抵抗名称を登録します。 

②熱抵抗値 

表面の熱抵抗値を入力します。 

 

 

5-14.部材マスタ（線熱貫流率表） 

 

 

「代表的な仕様の計算例表」を登録します。 

この表の該当部の値が「土間床等」シート、「基礎」シートの「線熱貫流率ψ」欄に出力されます。 

1 2 

1 2 

3 
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白いセルが編集可能になっており、将来の変更に対応できます。 

また、表 1～表５まで登録可能になっており、将来の追加に対応できます。 

 

①表番号 

表１～表５まであります。 

断熱部材マスターの「土間床等」「基礎」シートにこの表番号を選択する箇所があり、連携しています。 

 

②仕様内容 

計算例表の仕様内容を記入しています。 

この文言は自由に記入可能で、線熱貫流表シート以外に影響はしません。 

 

③線熱貫流率 

基礎の仕様条件において、土間床等の外周部の線熱貫流率の※算出プログラム で算出された線熱貫流

率の値です。 

※上記算出プログラムは正式版が公開されていないため、現在マスターに登録している表１ 表２以外の

値は使用することができません。 
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６. 一次エネルギー計算の為の部屋種別用の床面積 

一次エネルギーの計算は行いませんが、一次エネルギーの計算に必要な部屋種別毎の床面積の算出を 

居室設定画面で行うことができます 

 

6-1 居室設定 

6-1-1.概要 

居室面積（主たる居室、その他居室、非居室）の属性や面積を編集し、設計図書出力する事ができます 

 

6-1-2.起動 

画面上部の居室設定アイコンを押します 

 

 

もしくは、ツールメニューの「省エネ（居室設定）」を押します 

 

 

 

6-1-3.居室タイプの初期設定値 

居室タイプの初期値は以下のとおりで、プログラム固定となっているので条件により変更してください 

 
【居室タイプの初期設定値】 

＜主たる居室＞ 

   部屋（リビング、キッチン） 

＜その他居室＞ 

   部屋（和室、洋室、子供室、広縁、 

その他、みなし部屋）、床の間 

＜非居室＞ 

   部屋（玄関、廊下、浴室、洗面所、 

トイレ、収納）、収納、階段 
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6-1-4.居室設定画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

居室領域は、他の領域要素と同様に入力編集操作ができます 

① 居室アイコン 

居室領域を入力します 

 

② 面積合計 

「主たる居室」「その他居室」「非居室」の合計値を表示します 

 

③ 居室面積一覧 

各居室領域の面積を表示します 

居室タイプをダブルクリックし、プルダウンリストからタイプを変更することができます 

   ※更新ボタンを押すと変更が確定します 

 

④ 面積自動生成ボタン 

居室面積を自動生成します 

自働生成時は上記 6-1-3.居室タイプの初期設定値で居室面積が生成されます 

 

⑤ 番号並び替えボタン 

  編集時に、番号を並び替えし整頓します 

  主たる居室→その他居室→非居室の順に並び替えします 

1 

2 

3 

4 5 
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⑥居室タイプリスト 

居室領域入力時と入力領域の編集時に居室タイプを選択します 

編集時は更新ボタンを押すと変更が確定します。 

 

⑦結合ボタン ⑧実行ボタン 

 複数の領域を結合します 

 結合後の居室の居室タイプは最初に選択した領域の居室タイプになります 

 1.入力済の領域を選択し、結語ボタンを押下する 

  

 

 ２.結合する領域を選択する（複数可）   3.⑧実行ボタンを押すと結合処理が確定します 

     

6 

7 9 

8 10 
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⑨分割ボタン 

選択した領域を分割します 

1.入力済の領域を選択し、分割ボタンを押下します 

 

 

２.分割ラインを２点入力します               3.分割ラインの 2点目入力時点で確定します 

    

 

 

⑩キャンセルボタン 

入力済の領域選択や、結合操作途中で操作をキャンセルします 
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6-1-5.ZEH判定ダイアログの床面積との連動 

 

 

 
 

居室設定画面のマスターバーの床面積と上図の ZEH判定ダイアログの床面積とは互いに連動します 
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6-1-6.設計図書 

以下の図面を出力します。 

・居室面積求積図 

 

 

・居室面積求積表 
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7.外皮面積編集機能 

7-1.概要 

外皮面積の自動生成で対応できないケースでは、編集機能で領域や断熱材等のプロパティを編集すること

により対応します。 

 

7-2.操作 

7-2-1.起動 

立面画面を開き、図面注記モードにします 

 

 

上部に「外皮面積」アイコンが表示されますので、クリックすると外皮面積の入力モードになります 

 

 

マスターバーの断熱仕様、断熱部材マスタ、一括設定の選択と土間床等の外周部の仕様を選択し「一括

自動生成」ボタンをクリックします。 

※下図赤枠部の設定は一括自動生成時の設定で、外皮面積要素の個別入力には関係ありません。 

 また、一括自動生成後、再度一括自動生成を実行するまでこれらの設定が有効になります。 
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画面下部に各外皮面積タブを表示し、外皮面積が生成されます 

 

 

 

7-2-2.外皮面積の入力、削除、編集操作 

領域の入力、削除、編集の方法は他の領域要素と同様の操作になります 

領域を自由に入力、編集することができ、編集内容を設計図書と外皮計算書に反映します 
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外壁求積図 

 

 

1階床面積求積図 
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２階床面積求積図 

 

 

２階屋根/天井面積求積図 
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7-2-3.外皮面積のプロパティ 

プロパティは「省エネ（UA値）計算結果」ダイアログの機能を表示しています。 

従いまして、外皮面積編集機能で外皮面積を生成した場合、「省エネ（UA 値）計算結果」ダイアログで

同じ項目の設定が変更されないようにしており、グレーアウト表示になっています。 

 

①断熱仕様 

入力モードの時、断熱仕様を選択します 

 

②断熱部材マスター 

入力モードの時、断熱部材マスターを選択します 

 

③一括設定 

入力モードの時、作成した一括設定ファイルを選

択します 

 

④土間床等の外周部 

線熱貫流率の計算で基礎形状によらない値を用

いる場合にチェックを入れます 

 

⑤一括自動生成ボタン 

全ての外皮面積を自動生成します 

 

⑥タイプ 

断熱材部材マスターのタイプを選択します 

「断熱部材マスタ.xls」の各シートが該当します 

 

 

 

⑦断熱材 

断熱部材マスターの断熱材グループを選択します 

「断熱部材マスタ.xls」のグループ名称を表示してい

ます 

 

 

 

 

 

 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 15 

16 

17 

18 



 

 

 

 

 

- 102 / 117 - 

⑧部屋タイプ 

外皮面積が属している部屋のタイプを選択します 

部屋のプロパティの「タイプ」が該当します 

 

⑨名称 

外皮面積が属している部屋の名称を選択もしくは入力します 

 

⑩10寸勾配 

物件の屋根勾配を表示します 

 

⑪図面方位 

外壁面積が該当する方位を表示します 

 

⑫所属階 

領域が所属する階を選択します 

 

⑬領域番号 

領域の番号を入力します 

 

⑭自動生成ボタン 

表示している画面の領域のみ自動生成します 

 

⑮一括削除ボタン 

全ての外皮面積を削除します 

 

⑯最適化ボタン 

領域番号の並びを自動で整頓します 

 

⑰面積一覧 

生成した領域の一覧を表示します 

 

⑱各種別の合計値 

同一の階、種別、断熱材毎に合計値を表示します 
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7-3.計算書出力 

7-3-1.省エネ（UA値）計算管理ダイアログ 

外皮面積編集機能で作成した内容で計算書を出力する時は「外皮面積」欄のボタンを押して出力します 

断熱部材マスタは外皮面積編集画面で選択した断熱部材マスター名が表示されます 

このダイアログで変更されないようにしています 
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7-3-2.省エネ（UA値）計算結果ダイアログ 

計算条件は、外皮面積編集画面で設定した条件で設定した項目についてはダイアログで変更されないよう

にしています 
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7-3-3.設計図書出力 

外皮面積編集画面で生成した内容で設計図書出力します 

外皮面積編集画面で外皮面積を生成していない時は、従来通り自動生成します 

断熱仕様は外皮面積編集画面で設定した仕様で出力するため設計図書出力ダイアログで設定されないよ

うにしています 

 

設計図書出力ダイアログ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 断熱仕様の設定欄は選択できないようになっています 
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8. 玄関、浴室以外の部屋の土間設定 

玄関、浴室以外の部屋タイプで外皮の土間の設定ができます 

 

8-1.部屋のプロパティ 

平面入力画面の部屋のプロパティに「外皮床タイプ設定」で設定します 

「土間」のチェックをＯＮにすると、外皮面積において「土間」扱いにします 

※「土間」のチェックをＯＮにした時でも、２Ｄ，３Ｄの表示は変更されません 

※１階以外の部屋ではこのプロパティは表示されません 

※玄関、浴室のプロパティは従来どおり「土間」で固定されます 

 

 

 



 

 

 

 

 

- 107 / 117 - 

8-2.断熱部材マスターの引き当て 

チェックを入れた部屋は、「土間床等」シートの「その他（外気）」「その他（室内）」に引き当り、 

「外壁」シートでは、基礎壁の設定で「浴室（外気側）」「浴室（床下側）」で設定したグループに引き当

たります（下図）※浴室と同じ設定となります。 

 

 

「土間床等」シートの「その他（外気）」「その他（室内）」が該当 

 

 

基礎壁の計算条件の設定：断熱部材マスターの「外壁」シートの引き当て設定が該当 

 
※上図と異なる断熱材を使用する場合は、外皮面積編集機能で外皮面積を生成後、断熱材を変更して

ください 
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＜参考資料＞ 

地域区分分布地図（参考） 

     

 

※同一県内であっても市町村で地域区分が分類されています。 

※建築基準法等により変更される場合があります。 
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１ 上の区分の詳細は以下のとおりとする。 
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外皮平均熱貫流率（ＵＡ値）の基準値 

地域区分 1 ２ ３ ４ ５ ６ ７ 8 

外皮平均熱貫流率（ＵＡ値）の基準

値 
0.46 0.46 0.56 0.75 0.87 0.87 0.87 － 

冷房期の平均日射熱取得率(ηＡ値)

の基準値 
－ － － － 3.0 2.8 2.7 6.7 

 

 

  地域別方位係数 

   ＜冷房期＞ 

方位 地域区分 

  1 ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 

東 0.545 0.503 0.468 0.518 0.500 0.512 0.509 0.515 

西 0.508 0.529 0.553 0.481 0.518 0.504 0.495 0.505 

南 0.502 0.507 0.476 0.437 0.472 0.434 0.412 0.480 

北 0.329 0.341 0.335 0.322 0.373 0.341 0.307 0.325 

南東 0.560 0.527 0.487 0.508 0.500 0.498 0.490 0.528 

南西 0.526 0.548 0.550 0.481 0.520 0.491 0.479 0.517 

北東 0.430 0.412 0.390 0.426 0.437 0.431 0.415 0.414 

北西 0.411 0.428 0.447 0.401 0.442 0.427 0.406 0.411 

 

  ＜暖房期＞ 

方位 地域区分 

  1 ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 

東 0.564 0.554 0.540 0.531 0.568 0.579 0.543 － 

西 0.535 0.544 0.542 0.527 0.538 0.523 0.548 － 

南 0.935 0.856 0.851 0.815 0.983 0.936 1.023 － 

北 0.260 0.263 0.284 0.256 0.238 0.261 0.227 － 

南東 0.823 0.766 0.751 0.724 0.846 0.833 0.843 － 

南西 0.790 0.753 0.750 0.723 0.815 0.763 0.848 － 

北東 0.333 0.341 0.348 0.330 0.310 0.325 0.281 － 

北西 0.325 0.341 0.351 0.326 0.297 0.317 0.284 － 
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＜用語解説＞ 

熱貫流率 Ｕ値（Ｗ／（㎡・Ｋ）） 

 床、壁、天井、開口部等の物体を、伝達→伝道→伝達を経て一方の空気から他方の空気へ移動する

熱量を熱還流量といい、熱還流率は１㎡当たり、１時間当たり、温度差１度当たりの熱還流量を指

す。 

 

[   熱貫流率 = 1 / [熱抵抗値] 

 

断熱材の熱抵抗値 Ｒ値（(㎡・Ｋ)/Ｗ） 

 熱貫流率の逆数を熱貫流抵抗といい、熱の伝わりにくさを示す。断熱材の熱抵抗は断熱材の熱貫流率

の逆数で、空気と断熱材との熱伝達抵抗と断熱材の熱伝導抵抗の合計値。 

 

 

 

 

開口部の熱還流率、夏期日射侵入率 η値（イータ） 

 サッシメーカー、ガラスメーカーのカタログ等、あるいは参考図書（ex.財団法人建築環境・省エネルギー機

構が発行している「住宅の省エネルギー基準の解説」）により確認できる。いずれも値が小さいほど性能が

高い。 

 

熱伝導率 λ（ラムダ）（Ｗ/(ｍＫ)） 

 主に断熱材や建築材料の熱性の伝わり易さを表す数値。板状材料の厚さが1ｍ、内外温度差が１℃あ

るときに、どれくらい熱を伝えるかを表す数値。通常λで示され、値が小さいほど断熱性能が高い。水分含

量や温度によって変化するので注意が必要。 

 

 

 

 

 

 

 

R ：熱抵抗値 [㎡ K/W] 

d ：材料の厚さ [ｍ] 

λ：熱伝道率 [W/mK] 

 

 

 
 


